
第１回WGのまとめとその後の動き

令和６年度 第2回データ利活用WG
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令和６年度第1回WGのまとめ①

＜検討内容＞

1  令和６年度WGにおける検討事項

2 国からの情報提供 データ連携基盤の役割と今後について（デジタル庁 原参事官補佐）

3  データ連携基盤に関する調査結果報告

4 事例紹介１ ICT活用プラットフォームについて（札幌市 高橋係長）

5  事例紹介２ 3,000人の村が進めるデジタル田園都市国家構想（更別村 今野参事）

6  北海道データ連携基盤共同利用ビジョン（仮称）の策定に向けて（案）

7  意見交換



令和６年度WGにおける検討事項

検討内容

＜データの利活用とデータ連携基盤＞
「北海道Society5.0」の実現に向け、横断的視点である「データの利活用」と、それ
を支える「データ連携基盤」について協議・検討する。

また、国がデータ連携基盤の乱立防止を図る観点から、今年度中に策定を求めてい
る「データ連携基盤共同利用ビジョン」について、協議・検討する。

今年度の目標

• データ連携基盤に関する検討、課題の整理

• データ利活用人材の育成

• データ連携基盤共同利用ビジョン（仮称）の策定



令和６年度第1回WGのまとめ②

＜質疑等の概要＞
・デジタル庁の情報提供に関して
● データ連携が上手くいった事例というのは大事だと思っていて、やっぱりデジタル庁がそういった事例をこ
う外に公開というか宣伝していくような役割も担うという。

○ デジ田交付金の中で事例を作っていき横展開していくのは、デジタル庁や内閣官房のデジ田事務局の役割も
ありますので、それを支えるための基盤共通化事業やモジュールの提供もデジタル庁の役目で行っていますし
事例やサービスを横展開させたり、ご紹介する意味では、デジタル庁でサービスカタログを持っていますので、
事例をどんどん入れて、皆さんに導入しやすくしていくところはやっているところになります。

・更別村の事例発表に関して
● 連携基盤のコスト負担、参加している20社の方々は、どういうスコープで見ているのか。閉じたビジネス展
開の話か、他の地域も含めて広がっていくことを視野に入れた上での先行投資的な意味合いで参加しているのか。

○ 横展開を狙っているのは事実。例えば、自動運転だとかデマンド交通、自治体がやると自治体の中に閉じ
ちゃう。民間サービスとすれば、広域で商圏を広げてサービス提供することを考えて、民間企業の方は入られて
いるのではないかと思います。

● 先端的にやっていて、その成功を目の当たりにしている近くの市町村が一緒にやらせてほしいという動きに
はならなかったのか。

○ 医療連携、医療サービスを提供する企業の連携です。民間主導で動きながらも、自治体がお金を払ってもい
いものを作って、民間企業側でデータを連携しながらサービスの付加価値を上げていく感じで、進めている現
状。札幌市とは、FIWAREのデータ連携基盤の共同利用をやっていますので、今後は自治体が共同でそういった
システムを使っていく仕組みに代わっていくのかなと思いますけど、まだそれは先かなと。



第1回WG後の国等の動き①

＜デジタル庁＞
〇第３回データ連携基盤共同利用ビジョンに係る意見交換会（オンライン開催）
日時：１０月１０日（木）14:00～16:00
内容：（１）デジタル庁実施の調査研究事業報告

（２）自治体からの事例報告（宮崎県、兵庫県、熊本県）
（３）デジタル庁からのコメント
（４）意見交換

結果：データ連携基盤の共同利用の在り方について、必要な論点とガイダンスをまとめた
「データ連携基盤の共同利用ガイドブック（第1.0版）」が出された。

＜大阪府＞
〇第２回自治体データ連携基盤共用化研究会（ハイブリッド開催）
日時：９月１８日（水）16:00～18:00
内容：（１）第２回自治体データ連携基盤共用化研究会の位置付け

（２）これまでの共同・相互利用検討サブWGの討議内容
（３）意見交換（中間整理資料案におけるエグゼクティブサマリ）
（４）今後の研究会活動に向けて

結果：データ連携基盤の共同利用・相互利用について検討し、メリット等をとりまとめ。
次年度、都道府県間における共同利用の本格化に向けて取組を進めていく予定。



第1回WG後の国等の動き②

＜全国都道府県情報管理主管課長会研究会(J-LIS)＞
〇第１回全国都道府県情報管理主管課長会研究会（ハイブリッド開催）
日時：９月６日（金）13:30～16:00
内容：（１）研究内容について

（２）研究会の進め方等についての意見交換
（３）今後の開催日程について

結果：都道府県及び市町村へのアンケート調査の実施を決定

〇第２回全国都道府県情報管理主管課長会研究会（ハイブリッド開催）
日時：１０月９日（水）14:00～16:00
内容：（１）アンケート調査結果報告

（２）秋季会議中間報告
（３）ラウンドテーブルに関する意見交換等

結果：都道府県及び市町村へのアンケート調査結果の中間報告、
秋季会議（１１月）開催に向けた検討 など



令和６年度 道のオープンデータ関連の取組

・10月2日「北海道ミライづくりフォーラム2024」
で、生成AIをテーマとした課題解決型ワーク
ショップを開催（道における実証成果を活用）

・当日は、市町村職員ほか、１１名が参加し、講演
やワークショップ、ＲＡＧ活用デモなどを体験

ＤＸカンファレンスの開催

オープンデータ官民ラウンドテーブルの開催

道庁内保有データの棚卸し調査

・一昨年度のＷＧで検討し、初めて調査を実施、
昨年度も継続実施し、調査結果（R4:約1,000件、
R5:約1,000件）をオープンデータとして公開

・今年度も、昨年同様に調査を実施（９月）し、
10月中にも結果を取りまとめ公表する予定

・道が保有するデータの民間等における利活用
を進めるとともに、オープンデータに関する
民間ニーズを把握するため、道に対するデー
タ要望を募集（11月以降）

・今年度も、対面要望があれば、要望者とデータ所
有課が直接、協議を行う予定

＜昨年度のラウンドテーブルの様子＞

データ要望
「字地番改
正調書」に
ついて（北
海道公報）
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○WGにおける協議内容

・第１回：国からの情報提供（デジタル庁）、道内基盤整備状況調査・ベンダー調査結果の報告、

事例紹介（札幌市、更別村）、ビジョンの策定に向けて（案）

・第２回：市町村アンケート調査・他県等調査（J-LIS）結果の報告、事例紹介（NEC、NTTコミュニケーションズ）、

ビジョン（素案）について

・第３回：ビジョン（案）について

道庁データ棚卸し調査 ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ


